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十
三
回
目
と
な
る
台
湾
李
登
輝
学
校
研
修

団
（
服は
っ

部と
り

香か

苗な
え

団
長
・
川か
わ

村む
ら

辰た
つ

子こ

副
団
長
）

は
五
月
六
日
か
ら
十
日
の
四
泊
五
日
の
日
程

で
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
北
海
道
か
ら
福

岡
県
、
大
正
生
ま
れ
か
ら
平
成
生
ま
れ
ま
で

と
幅
広
い
年
齢
層
の
三
十
九
名
だ
っ
た
。

今
回
は
五
月
八
日
に
台
南
の
烏う

山ざ
ん

頭と
う

ダ
ム

を
訪
れ
、
八は
っ

田た

與よ

一い
ち

技
師
の
墓
前
祭
に
初
参

列
、
最
終
日
に
は
李
登
輝
先
生
の
ご
講
義
を

拝
聴
す
る
盛
り
沢
山
の
内
容
だ
っ
た
。

■

第
１
日
・
５
月
６
日（
木
）

台
北
県
淡
水
の
ホ
テ
ル
で
研
修
生
が
そ
ろ

う
。
研
修
は
そ
こ
よ
り
徒
歩
五
分
の
群
策
会

の
入
っ
た
ビ
ル
の
一
室
で
行
わ
れ
る
。

午
後
三
時
半
か
ら
始
業
式
が
あ
り
、
李
登

輝
学
校
教
頭
の
郭か
く

生せ
い

玉ぎ
ょ
く先
生
よ
り
台
湾
語

で
歓
迎
の
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

早
速
、
最
初
の
講
義
が
始
ま
り
、
講
師
は

お
馴
染
み
の
黄こ
う

昭し
ょ
う

堂ど
う

先
生
（
台
湾
独
立
建

国
聯
盟
主
席
）
で
、 「
馬
総
統
下
の
台
湾
の

現
状
」。 

台
湾
が
名
実
と
も
に
独
立
国
に
な

る
に
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）
に
加

盟
し
て
い
る
こ
と
を
基
盤
に
他
の
国
と
Ｆ
Ｔ

Ａ
（
自
由
貿
易
協
定
）
を
結
ぶ
と
い
う
道
が

あ
る
が
、
中
国
が
反
対
し
て
な
か
な
か
思
う

よ
う
に
な
ら
な
い
。
黄
先
生
は
「
台
湾
と
日

本
が
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
結
べ
る
よ
う
、
皆
さ
ん
力
を

貸
し
て
下
さ
い
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

一
日
目
の
研
修
は
こ
れ
で
終
わ
り
、
一
行

は
夕
食
会
へ
向
か
っ
た
。
会
場
は
北
投
に
あ

る
「
禅
園
」。 

元
は
特
攻
隊
招
待
所
で
、
温

泉
宿
の
雰
囲
気
を
色
濃
く
残
し
た
瓦
屋
根
の

日
本
家
屋
で
、
張
学
良
が
五
十
年
間
も
軟
禁

さ
れ
て
い
た
所
だ
。
研
修
生
は
創
作
料
理
の

コ
ー
ス
を
い
た
だ
き
つ
つ
会
話
も
弾
ん
だ
。

■

第
２
日
・
５
月
７
日（
金
）

薄
曇
り
の
こ
の
日
は
午
前
中
二
つ
の
講
義

を
受
け
、
昼
食
後
に
は
烏
来
の
「
台
湾
高
砂

義
勇
隊
戦
歿
英
霊
紀
念
碑
」（
通
称
・
高
砂

義
勇
隊
記
念
碑
）
へ
参
拝
し
、
そ
の
足
で
台

南
に
向
か
う
と
い
う
日
程
で
あ
る
。

ま
ず
呉ご

明め
い

義ぎ

先
生
（
慈
済
大
学
人
間
学
研

究
所
招
聘
教
授
）
の
「
台
湾
原
住
民
の
歴

史
」
で
は
、
そ
の
発
祥
地
、
分
布
、
略
史
、

そ
し
て
今
日
の
課
題
へ
と
話
が
進
ん
だ
。
発

祥
地
に
は
海
外
、
大
陸
、
本
地
の
三
説
が
あ

り
、
日
本
と
は
統
治
以
前
か
ら
貿
易
の
繋
が

り
が
あ
っ
た
こ
と
。
原
住
民
は
正
名
権
、
言

語
文
化
権
、
土
地
権
の
問
題
を
抱
え
、
国
の

前
途
も
案
じ
て
い
る
と
知
っ
た
。

次
は
、
鄭て
い

清せ
い

文ぶ
ん

先
生
（
小
説
家
・
童
話
作

家
）
の
「
台
湾
の
文
学
」。 

文
学
は
時
の
政

府
に
よ
り
方
向
性
を
決
め
ら
れ
る
危
う
さ
も

あ
る
が
、
歴
史
的
事
実
を
後
世
に
伝
え
る
役

目
も
担
っ
て
い
る
。
台
湾
文
学
は
抵
抗
の
歴

八
田
與
一
技
師
の
墓
前
祭
に
初
参
列

本
会
事
務
局

佐さ

藤と
う　

和か
ず

代よ

第
十
三
回
台
湾
李
登
輝
学
校
研
修
団
レ
ポ
ー
ト

八田與一墓前祭に参列
（5月8日）
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史
の
事
実
を
写
実
的
に
、
自
分
達
が
よ
く
知

っ
て
い
る
郷
土
の
生
活
を
通
し
て
書
か
れ
た

と
い
う
特
徴
を
も
つ
。
研
修
生
の
質
問
は
多

岐
に
亘
り
、
台
湾
文
学
の
文
字
表
記
か
ら
発

音
記
号
に
ま
で
及
ん
だ
。

午
後
は
高
砂
義
勇
隊
記
念
碑
に
向
か
う
。

こ
の
記
念
碑
は
台
北
県
政
府
に
よ
る
撤
去
の

危
機
に
遭
い
な
が
ら
、
日
本
か
ら
の
義
捐
金

で
守
ら
れ
、
故
簡か
ん

福ふ
く

源げ
ん

理
事
長
ら
の
尽
力
で

裁
判
に
も
勝
っ
て
い
る
。
今
春
、
記
念
碑
の

公
園
が
完
成
し
た
。
こ
の
日
は
雨
の
中
の
慰

霊
祭
。 「
玉
泉
」（
台
湾
醸
造
の
日
本
酒
）
と

花
束
を
碑
前
に
捧
げ
、
服
部
団
長
よ
り
祭
文

が
奏
上
さ
れ
た
。
こ
の
碑
を
守
る
「
烏
来
郷

高
砂
義
勇
隊
紀
念
協
会
」
の
周
し
ゅ
う

萬ま
ん

吉き
ち

・
理
事

長
代
理
と
碑
を
建
立
さ
れ
た
故
周
麗
梅
さ
ん

の
ご
長
男
の
馬ま

偕か
い

理り

牧む
い

・
同
会
総
幹
事
の
両

氏
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
、
最
後
に
記
念
碑

の
前
で
記
念
撮
影
、
碑
を
後
に
し
た
。
そ
の

後
一
行
は
新
幹
線
で
台
南
へ
向
か
っ
た
。

■

第
３
日
・
５
月
８
日（
日
）

八
田
與
一
技
師
は
昭
和
十
七
年
（
一
九
四

二
年
）
五
月
八
日
に
亡
く
な
ら
れ
、
今
年
で

六
十
八
回
目
と
な
る
命
日
の
こ
の
日
、
烏
山

頭
ダ
ム
で
一
日
野
外
研
修
で
あ
る
。

お
天
気
に
恵
ま
れ
暑
い
く
ら
い
の
陽
気
。

九
時
半
頃
に
は
烏
山
頭
ダ
ム
に
到
着
し
た
。

八
田
與
一
記
念
館
を
見
学
後
、 「
殉
じ
ゅ
ん

工こ
う

碑ひ

」

に
参
拝
し
た
。
こ
の
碑
の
周
囲
に
は
、
ダ
ム

工
事
の
た
め
に
亡
く
な
っ
た
日
本
人
と
台
湾

人
百
三
十
四
名
の
名
前
が
亡
く
な
ら
れ
た
順

に
刻
ま
れ
て
い
る
。
八
田
技
師
の
細
や
か
な

思
い
が
表
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

堤
防
の
階
段
を
上
る
と
視
界
が
一
気
に
開

け
、
珊さ
ん

瑚ご

潭た
ん

と
も
呼
ば
れ
る
ダ
ム
が
眺
め
ら

れ
る
。
や
が
て
八
田
技
師
の
銅
像
が
見
え
て

き
た
。
足
を
伸
ば
し
て
座
り
、
物
思
い
に
ふ

け
る
様
子
の
像
で
あ
る　

午
前
中
は
烏
山
頭

ダ
ム
の
世
界
遺
産
登
録
推
進
運
動
の
記
者
会

見
が
あ
り
、
台
湾
側
、
日
本
側
の
挨
拶
が
あ

っ
た
。
日
本
側
か
ら
は
竹
田
恒
泰
氏
、
当
会

の
柚
原
事
務
局
長
、
片
木
理
事
が
臨
ん
だ
。

烏
山
頭
ダ
ム
が
世
界
遺
産
と
な
れ
ば
、
日
台

の
深
い
絆
が
広
く
知
ら
れ
、
日
台
共
栄
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
る
だ
ろ
う
。

午
後
二
時
か
ら
墓
前
祭
が
行
わ
れ
た
。
墓

前
に
は
祭
壇
が
置
か
れ
、
果
物
と
花
が
飾
ら

呉明義先生（第2講　5月7日）

鄭清文先生（第3講　5月7日）

迫田勝敏先生（第4講　5月9日）

黄昭堂先生（第1講　5月6日）
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れ
て
い
る
。
紅
白
の
テ
ン
ト
に
は
多
く
の
参

列
者
が
椅
子
に
腰
か
け
見
守
っ
て
い
る
。

ま
ず
三
人
の
尼
僧
に
よ
る
読
経
、
関
係
者

に
よ
る
献
花
、
焼
香
が
続
い
た
。
日
本
か
ら

は
八
田
技
師
長
男
の
故
八は
っ

田た

晃て
る

夫お

氏
夫
人
の

綾
子
さ
ん
も
出
席
さ
れ
た
。
ま
た
「
八
田
技

師
夫
妻
を
慕
い
台
湾
と
友
好
の
会
」
も
参
列

し
た
。
馬
総
統
代
理
の
頼
峰
偉
・
総
統
府
副

秘
書
長
も
参
列
し
「
八
田
與
一
氏
の
功
績
と

精
神
は
台
湾
で
永
遠
に
伝
わ
っ
て
い
く
と
信

じ
て
い
る
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

研
修
団
一
行
も
無
事
献
花
す
る
こ
と
が
出

来
、
よ
い
思
い
出
と
な
っ
た
。
一
行
は
急
ぎ

淡
水
に
戻
っ
た
。

■

第
４
日
・
５
月
９
日（
日
）

雨
季
に
入
っ
た
せ
い
か
や
は
り
小
雨
。
今

日
は
朝
か
ら
講
義
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

ま
ず
李
登
輝
学
校
を
主
催
す
る
群
策
会
の

紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
「
台
湾
民
主
化
へ
の
道
」
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
た
。

次
に
、
迫さ
こ

田だ

勝か
つ

敏と
し

先
生
（
元
中
日
新
聞
論

説
委
員
・
開
南
大
学
講
師
）
の
「
日
本
人
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
見
た
台
湾
」
で
は
、
馬
政

権
が
Ｅ
エ
ク
フ
ァ

Ｃ
Ｆ
Ａ
（
経
済
協
力
枠
組
み
協
定
）

を
締
結
す
れ
ば
社
会
も
変
化
し
、
政
治
統
合

も
進
み
、
中
国
化
す
る
だ
ろ
う
、
と
危
惧
を

述
べ
ら
れ
た
。
中
国
で
は
国
を
挙
げ
て
台
湾

へ
買
付
団
を
送
り
込
み
、
台
湾
側
も
中
国
へ

す
り
寄
る
態
度
を
示
し
て
い
る
。
中
国
へ
統

一
さ
れ
ぬ
よ
う
、
日
本
も
台
湾
の
後
押
し
を

す
べ
き
、
と
締
め
く
く
ら
れ
た
。

午
後
は
、
羅ら

福ふ
く

全ぜ
ん

先
生
（
元
亜
東
関
係
協

会
会
長
、
元
台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
代

表
）
の
講
義
「
馬
政
権
と
東
ア
ジ
ア
安
全
保

障
の
新
課
題
」。 

今
後
十
年
の
東
ア
ジ
ア
安

全
保
障
は
中
国
の
出
方
に
か
か
っ
て
い
る
。

中
国
が
国
際
ル
ー
ル
を
守
る
責
任
あ
る
大
国

と
な
る
方
向
付
け
を
、
日
米
は
協
力
し
て
中

国
に
勧
告
す
べ
き
。
勧
告
が
効
力
を
奏
す
る

に
は
相
応
の
軍
事
力
を
必
要
と
す
る
。
ま
た

ア
セ
ア
ン
の
民
主
国
家
の
団
結
は
中
国
の
覇

権
主
義
を
食
い
止
め
る
の
で
、
日
本
も
そ
の

た
め
の
努
力
を
し
て
ほ
し
い
、
と
述
べ
ら
れ

た
。
羅
先
生
の
示
さ
れ
た
解
決
の
シ
ナ
リ
オ

が
実
現
す
る
こ
と
を
切
に
願
い
た
い
。　

こ
の
日
最
後
の
講
義
、
黄こ
う

天て
ん

麟り
ん

先
生
（
元

第
一
商
業
銀
行
頭
取
）
の
「
台
湾
の
経
済
と

Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
」
は
、
最
新
の
統
計
を
用
い
て
の

も
の
だ
っ
た
。
台
湾
と
日
本
は
ア
ジ
ア
周
辺

国
に
比
べ
株
価
も
下
が
り
輸
出
量
も
大
幅
に

下
が
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
中
国
問
題
で
あ

る
。
人
民
元
の
切
り
下
げ
で
日
本
円
と
Ｎ
Ｔ

Ｄ
（
新
台
湾
ド
ル
・
台
湾
元
） 

が
大
幅
に
切

り
上
げ
ら
れ
、
台
湾
資
金
は
大
量
に
中
国
に

流
れ
、
日
本
も
中
国
に
投
資
し
、
東
南
ア
ジ

ア
経
済
が
失
速
し
た
。
と
く
に
台
湾
と
日
本

は
痛
手
を
受
け
て
い
る
が
、
そ
の
原
因
に
気

付
い
て
い
な
い
。
台
湾
が
今
後
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
を

結
べ
ば
、
台
湾
は
経
済
的
に
中
国
に
吸
収
さ

れ
て
し
ま
う
「
周
辺
化
」
が
起
こ
る
で
あ
ろ

う
。
日
本
は
為
替
の
修
正
に
努
め
ね
ば
な
ら

な
い
、
と
指
摘
さ
れ
た
。

夕
食
会
は
、
研
修
所
か
ら
歩
い
て
五
分
ほ

ど
の
海
鮮
料
理
の
「
海
中
天
」
と
い
う
レ
ス

ト
ラ
ン
で
。
こ
こ
に
「
老
台
北
」
こ
と
蔡さ
い

焜こ
ん

燦さ
ん

先
生
を
お
招
き
し
て
行
わ
れ
た
。
ま
た
友

愛
会
や
台
湾
歌
壇
の
枢
要
メ
ン
バ
ー
の
三み

宅や
け

教の
り

子こ

さ
ん
、
陳
唐
山
・
総
統
府
秘
書
長
（
官
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房
長
官
に
相
当
）
の
秘
書
を
務
め
て
い
た
李

登
輝
民
主
協
会
執
行
秘
書
の
張
ち
ょ
う

葆ほ

源げ
ん

氏
も
同

席
さ
れ
た
。
蔡
先
生
か
ら
は
「
李
登
輝
民
主

協
会
」
理
事
長
就
任
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
お

得
意
の
日
本
の
歌
な
ど
を
お
聞
き
し
、
研
修

生
は
夜
の
更
け
る
ま
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
た
。

■

第
５
日
・
５
月
10
日（
日
）

い
よ
い
よ
最
終
日
。
研
修
生
は
ス
ー
ツ
に

身
を
包
み
、
李
登
輝
先
生
の
特
別
講
義
を
お

待
ち
す
る
。
十
時
半
、
李
登
輝
先
生
が
研
修

生
の
前
に
姿
を
見
せ
ら
れ
た
。

李
先
生
は
「
苦
境
を
打
破
し
、
未
来
を
展

望 

─ 

台
湾
は
い
か
に
し
て
世
界
の
変
化
に

対
応
す
べ
き
か
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
講
義

さ
れ
た
（
本
誌
４
頁
参
照
）。

現
在
の
金
融
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
い
か
に
し
て

台
湾
を
守
る
べ
き
な
の
か
。
李
先
生
は
ご
自

身
の
著
書
を
開
い
て
、
総
統
と
し
て
実
践
し

た
経
済
政
策
の
数
々
を
説
明
、
政
府
と
し
て

打
つ
べ
き
手
立
て
を
示
さ
れ
た
。

「
新
政
府
は
中
国
に
依
存
す
る
経
済
政
策
を

取
っ
て
い
る
が
、
最
終
的
に
は
国
内
の
企
業

努
力
、
政
策
の
努
力
が
必
要
。
資
源
の
所
有

者
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
一

種
の
機
会
だ
が
、
人
民
に
は
リ
ス
ク
と
脅
威

に
な
る
。
政
府
は
こ
の
両
者
を
考
慮
し
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
状
態
を
維
持
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
台
湾
の
経
済
自
主
性
を
高
め
る

こ
と 
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率
を
高
め
る

等
）、
革
新
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
に
よ
っ

て
経
済
発
展
を
促
進
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
」
と
力
説
さ
れ
た
。　

李
先
生
は
「
ま
だ
ま
だ
お
話
し
し
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
」
と
仰
有
ら
れ
、
研
修
生
も

そ
れ
を
望
み
な
が
ら
も
予
定
の
一
時
間
は
あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
。

続
い
て
修
業
式
と
な
り
、
李
先
生
か
ら
直

接
研
修
生
一
人
ひ
と
り
に
修
業
証
書
が
手
渡

さ
れ
、
記
念
撮
影
と
な
っ
た
。
李
先
生
は
一

人
ひ
と
り
に
お
声
を
か
け
て
下
さ
り
、
そ
の

温
か
い
お
人
柄
に
今
回
も
ま
た
感
動
の
多
い

修
業
式
と
な
っ
た
。

五
日
間
と
も
に
学
ん
だ
研
修
生
は
別
れ
を

惜
し
み
つ
つ
、
心
に
は
深
い
満
足
感
を
持
っ

て
帰
途
に
就
い
た
よ
う
で
あ
る
。
最
後
に
関

係
者
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

川村副団長からのお土産を受けと
る黄天麟先生（第6講　5月9日）

服部団長は蔡焜燦先生たちをお招
きして夕食会を開いた（5月9日）

李登輝先生（特別講義　5月10日）

羅福全先生（第5講　5月9日）


